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-  IDL Virtual Machineによるデータ解析ソフトウェアの配布 
-  データ解析講習会の実施 
平成23年度後半の主な開発予定	
IUGONETプロジェクトは、国立極地研究所、九州大学、京都大学、名古屋大学、東北大学による大学間連携事業で、文部科学
省特別教育研究経費(研究推進)[平成21年度]および特別経費(プロジェクト分)[平成22年度~]の交付を受けて、平成21年度よ
り6ヶ年計画で実施しています。	
※  UDASで扱うSuperDARNレーダーデータの一部は情報通信研究
機構より提供され、ERGサイエンスセンターから公開されています	
